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はじめに：ファイバ光増幅器を用いると，高出力で安

定な光源を構成できる．しかし，超短パルス光の増幅

においては，光ファイバ中で誘起される非線形効果を

制御し，パルスの劣化を抑えることが課題となる．シ

ミラリトン増幅器の構成を用いると，線形にチャープ

した放物線状に広がるパルスを生成することができ

る．今回は，Er 添加ファイバを用いてシミラリトン

増幅器を構築し，高出力超短パルス光，そしてスーパ

ーコンティニューム(SC)光の生成を試みた． 

実験と結果：図１に今回構成したシミラリトン増幅

器の構成を示す．Er 添加受動モード同期ファイバレ

ーザーから出力される 250 fs の超短パルスを正常分

散特性を示す Er 添加ファイバに導入する．EDF は 2

台の高出力 LD を用いて励起した．EDF 出力の光ス

ペクトルの変化を図２に示す．励起光強度を上げる

につれてスペクトル幅が単調に広がり，放物状のス

ペクトルが形成されていくのが分かる． 

 図３に，大口径フォトニック結晶ファイバを用い

て分散補償を行い，生成した超短パルス光の時間波

形を示す．Er 添加シミラリトン増幅器では最も狭い，

時間幅 51 fs のほぼペデスタルフリーな高強度超短

パルスを生成することができた．ピークパワーは 80 

kW，パルスエネルギーは 4.4 nJ であった． 

 図４に，生成した高強度超短パルス光を正常分散高

非線形ファイバに入射して生成した SC 光のスペクト

ルを示す．平均出力 146 mW の 1 オクターブ広がるコ

ヒーレントな SC 光の生成に成功した． 

参考文献

(2) J. Peng, et al, J. Opt. Soc. Am. B 29, 2270 (2012) 

 (1) M.E. Fermann, et al, Phys. Rev. Lett. 84, 6010 (2000)  

 図１ シミラリトン増幅器とスーパーコン 
  ティニューム光の生成系の構成 

図３ LMA-PCF を用いた分散補償により 
  生成した超短パルス光の時間波形 

図２ 励起光強度を変化させたときの増幅器 
 出力パルスのスペクトルの変化 

図４ 生成したオクターブスパン SC 光の 
  スペクトル 
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